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藤
枝
大
祭
が
近
づ
き
ま
し
た

　

平
成
十
三
年
か
ら
藤
枝
大
祭

に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
の

で
、
今
回
で
四
回
目
に
な
り
ま

す
。
舞
台
で
は
な
く
、
一
般
の

人
た
ち
と
一
緒
に
屋
台
の
上
で

演
奏
や
唄
を
披
露
す
る
機
会
は

な
か
な
か
な
い
の
で
、
仲
間
と

共
に
毎
回
楽
し
く
参
加
し
て
い

ま
す
。
来
る
度
に
藤
枝
に
知
り

合
い
が
増
え
て
第
二
の
故
郷
の

よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

曽
祖
父
六
代
目
は
ど
ん
な
存
在

　

曽
祖
父
の
六
代
目
伊
十
郎
は

　

芳
村
伊
十
郎
は
、
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
十
二
月
十
七
日
に

藤
枝
宿
左
車
町
の
大
工
小
田
惣

蔵
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
本
名
は
小
田
徳
蔵
と
い
い
、

後
に
鵜
沢
せ
い
と
結
婚
後
、
鵜

沢
姓
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
歳
の
時
、
藤
枝
の
杵
屋
正

太
郎
か
ら
手
解
き
を
受
け
、
明

治
四
年
に
は
静
岡
に
隠
居
し
た

そ
こ
知
り

志
太

三
代
目
富
士
田
千
蔵
に
弟
子
入

り
。
同
五
年
、
後
に
九
代
目
市

川
団
十
郎
と
な
る
河
原
崎
権
之

助
が
静
岡
の
小
川
座
で
東
海
道

巡
業
の
折
、『
富
士
田
千
平
』
の

名
で
初
舞
台
を
踏
み
ま
し
た
。

金
五
郎
、伊
四
郎
か
ら
伊
十
郎
に

　

明
治
八
年
、
上
京
し
て
杵
屋

長
四
郎
と
知
り
合
い
、
五
代
目

芳
村
伊
十
郎
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
初
め
て
の
訪
問
の
時
、
伊

十
郎
か
ら
「
何
か
や
っ
て
み
な
」

と
い
わ
れ
、「
老
松
」
を
唄
う
と
、

「
い
い
声
」
だ
と
ほ
め
ら
れ
て
弟

子
入
り
を
許
さ
れ
、『
芳
村
金
五

郎
』
の
名
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

明
治
九
年
、
新
富
座
の
初
春

興
行
に
出
演
、
同
十
六
年
に
は

『
五
代
目
芳
村
伊
四
郎
』
に
。
同

二
十
六
年
、
師
匠
の
五
代
目
伊

十
郎
の
家
元
六
代
目
伊
三
郎
相

続
と
同
時
に
『
六
代
目
芳
村
伊

十
郎
』
を
襲
名
し
ま
し
た
。

　

大
正
七
年
に
は
、「
六
代
目
芳

村
伊
十
郎
一
世
一
代
記
念
長
唄
演

奏
会
」
を
開
催
し
て
、
大
喝
采

を
受
け
ま
し
た
。

　

伊
十
郎
は
豊
か
な
声
量
と
豪

快
さ
で
知
ら
れ
、
特
に
十
八
番

の
勧
進
帳
は
他
の
追
随
を
許
さ

ず
、
九
代
目
団
十
郎
と
伊
十
郎

長
唄
・
六
代
目 

芳よ

し

む

ら村 

伊い

じ

ゅ

う

ろ

う

十
郎

豪
快
な
芸
風
で
一
世
を
風
靡

藤
枝
大
祭
の
基
礎
を
築
く

生
会
の
大
祭
に
金
五
郎
と
し
て

出
演
し
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

大
正
五
年
の
飽
波
神
社
大
祭

で
は
、
家
元
の
伊
三
郎
、
伊
十
郎
、

金
四
郎
、
杵
屋
栄
次
郎
ら
が
参

加
、「
大
薩
摩
」
の
大
提
灯
を
掲

げ
、
屋
台
に
は
「
芳
村
伊
十
郎
」

の
旗
が
立
ち
、
大
手
の
辻
か
ら

左
車
町
内
ま
で
伊
十
郎
の
声
が

届
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

晩
年
は
藤
枝
別
邸
鬼
狸
庵
で

　

晩
年
の
伊
十
郎
は
、
西
益
津

村
田
中
に
あ
る
別
邸
「
鬼
狸
庵
」

（
き
た
ぬ
あ
ん
）
で
悠
々
自
適
の

生
活
を
送
り
ま
し
た
。
蓮
華
寺

池
に
桜
の
若
木
を
三
百
本
寄
贈

し
た
り
、
藤
枝
町
で
募
集
し
た

小
唄
の
作
曲
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
別
邸
の
庭
に
は
、
伊
藤
博

文
が
伊
十
郎
の
技
を
称
え
た
歌

碑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
十
年
九
月
、
初
代
花

柳
壽
輔
三
十
三
回
忌
追
憶
舞
踊

会
で
吉
原
雀
を
演
奏
中
、
脳
溢

血
の
た
め
に
倒
れ
、
十
月
三
日

永
眠
、
享
年
七
十
八
歳
で
し
た
。

法
名
壽
徳
院
長
生
安
楽
居
士
。

　

飽
波
神
社
に
は
、
伊
十
郎
が

奉
納
し
た
「
勧
進
帳
」
の
絵
馬

が
あ
り
ま
す
。
伊
十
郎
の
死
後
、

藤
枝
と
の
縁
が
途
絶
え
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
十
三
年
か
ら
六

代
目
の
曾
孫
に
あ
た
る
『
八
代

目
芳
村
伊
十
郎
』
が
藤
枝
大
祭

に
参
加
し
、
藤
枝
に
稽
古
場
を

設
け
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

（
資
料
提
供
・
山
田
眞
之
助
氏
）

藤
枝
が
生
ま
れ
育
っ
た
町
な
の

で
特
に
思
い
入
れ
が
強
く
、
お

祭
り
に
も
参
加
し
ま
し
た
し
、

晩
年
は
藤
枝
の
別
邸
か
ら
舞
台

に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち

に
は
普
通
の
人
の
い
い
お
じ
い

さ
ん
と
い
う
感
じ
で
す
が
、
藤

枝
で
は
と
て
も
偉
い
凄
い
人
に

な
っ
て
い
て
、
改
め
て
六
代
目

を
実
感
で
き
る
場
所
で
す
。

伊
三
郎
、
伊
十
郎
、
杵
屋
栄
蔵

　

家
元
の
名
で
あ
る
伊
三
郎
は
、

四
代
目
が
歌
舞
伎
の
名
作
「
切

ら
れ
与
三
郎｣

の
モ
デ
ル
に
も

な
っ
た
名
跡
で
す
。
し
か
し
、

六
代
目
が
伊
十
郎
の
名
で
一
世

を
風
靡
し
天
下
の
伊
十
郎
と
な

っ
た
た
め
に
、
曽
祖
父
同
様
に

私
も
、
伊
三
郎
を
継
ぎ
ま
し
た

が
、
伊
十
郎
の
名
前
で
通
し
て

い
ま
す
。
杵
屋
栄
蔵
は
三
味
線

の
家
元
な
の
で
、
本
来
は
別
々

な
の
で
す
が
、
先
々
代
同
様
に
、

今
は
兼
ね
て
い
ま
す
。

六
代
目
の
頃
と
の
違
い
は

　

六
代
目
の
頃
は
芝
居
小
屋
で
、

し
か
も
音
響
な
ど
は
な
く
、
地

声
で
し
た
の
で
「
一
声
、
二

節
」
と
い
っ
て
、
芝
居
小
屋
の

隅
々
ま
で
声
が
通
る
こ
と
が
大

切
で
し
た
。
六
代
目
は
、
芝
居

小
屋
の
外
ま
で
聞
こ
え
た
と
い

い
ま
す
。
昔
の
祭
も
音
響
が
な

か
っ
た
の
で
、
唄
い
っ
ぱ
な
し

で
声
を
嗄
ら
し
て
し
ま
う
芸
人

も
多
く
、
大
変
で
し
た
。

今
後
の
抱
負
・
夢
は
？

　

今
回
の
大
祭
で
も
私
な
り
の

提
案
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す

が
、
も
っ
と
も
っ
と
市
民
の
中

に
祭
文
化
が
広
が
っ
て
、
か
つ

て
あ
っ
た
芝
居
小
屋
を
藤
枝
に

造
れ
た
ら
最
高
で
す
ね
。

　

神
社
の
名
前
や
祈
願
の

言
葉
が
書
か
れ
、
お
祭
の
時

に
神
社
や
村
境
、
神
様
の

巡
幸
に
合
わ
せ
て
特
定
の
場

所
（
多
く
は
、
地
域
の
神

社
周
辺
）
に
立
て
た
り
す
る

の
が
大
の
ぼ
り
で
す
。

　

藤
枝
市
の
本
町
、
成
田

山
の
あ
る
左
車
区
で
は
、
飽

波
神
社
の
大
祭
に
合
わ
せ
て

前
日
の
午
前
六
時
に
大
の
ぼ

り
が
立
ち
ま
す
。
成
田
山
の
迎
え

側
、
山
本
商
店
の
脇
道
（
濱
小

路
）
を
五
十
ｍ
ほ
ど
入
っ
た
所

で
、
本
町
四
丁
目
六
組
（
濱
組
）

の
人
た
ち
が
毎
年
立
て
て
い
ま

す
。「
神
徳
霑
八
紘
」
は
、
神
の

徳
で
世
界
が
潤
う
と
い
う
意
味

で
す
。
祭
り
の
終
わ
っ
た
翌
朝
六

時
に
片
付
け
ら
れ
ま
す
。
か
つ
て

は
こ
の
左
車
区
の
三
箇
所
に
大

の
ぼ
り
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。

の
勧
進
帳
は
別
格
無
二
で
し
た
。

大
正
十
一
年
『
八
代
目
芳
村
伊

三
郎
事
六
代
目
芳
村
伊
十
郎
』

と
し
て
家
元
を
相
続
し
ま
し
た
。

伊
十
郎
と
藤
枝
大
祭

　

伊
十
郎
は
、
若
い
頃
か
ら
故

郷
藤
枝
の
広
幡
青
山
八
幡
宮
や

島
田
の
祭
な
ど
に
も
出
演
。「
伊

十
郎
思
出
噺
」
に
よ
れ
ば
、
明

治
十
五
年
の
青
山
八
幡
宮
の
放

▲伊十郎奉納の絵馬（飽波神社）

▲大
おおざつま

薩摩を唄う伊十郎

芳よ
し
む
ら村 

伊い

じ

ゅ

う

ろ

う

十
郎

十
一
代
目
芳
村
伊
三
郎

五
代
目
杵
屋
栄
蔵

八
代
目

人
を
繋
ぐ

志
太

左
車
区
の
大
の
ぼ
り

夢
は
藤
枝
に
芝
居
小
屋

藤
枝
大
祭
で
前
夜
祭
・
左
車
屋
台
に
参
加

●
●
●
太
平

洋ト
ラベル友

の
会

●
●
●

志太・榛原地区の皆様へ

感動発進！感動発進！ 田舎の

旅行屋

3,900円（弁当付）
10月12日（火）・13日（水）

～特典付～

花のナイアガラと高原野菜の詰め放題

1年中
お祭りさわぎ

日・祭日はお休みとなります。

企
画
・
実
施

全旅協会員県知事登録２-２３１号

掛川市杉谷南2丁目20-２
㈱太平洋トラベルサービス

☎0537（23）8800
◆総合旅行業務取扱管理者　山本恭子

営業時間 9：00～18：00

詳しくはこちらへお問い合せ下さい。詳しくはこちらへお問い合せ下さい。

ぽぽんん ツツぽぽここ アアーー！！
目標〈地域No1〉主催旅行保険付

100827

《元気添乗員同行》

旅行代金

出 発 日

よくばりよくばり
ミステリー？？

各地=IC=秋の1日をよくばりで楽しいミス

テリーツアーお楽しみ下さい!=IC=各地

〈焼津IC・藤枝駅・島田駅・金谷駅からご乗車〉

7：30

19：00予定

1. 朝の軽食おにぎり付
2.お菓子付
3.車内酒・ジュース飲み放題
4.おしぼり
5. 車内でビンゴゲーム
6.お楽しみお土産付

障子の張替えに夫婦二人で土日の休みを使ってしまう前に

あなたは普段使わない和室の障子の張替えにお困りではありませんか？
急にお客様が来た時、障子が破れていて恥ずかしい体験は無いですか？
ご主人が『張るから・・・』と言ったきりそのままの障子はないですか？
タバコの煙でまるで木の色のように色が変わった障子はないですか？
苦労して張替えて一週間でお子さんに破られた障子はないですか？

障子障子障子張替え張替え張替え

はりかえはりかえ
し
ょ
う
じ

面倒な障子の張替えを
どんな障子でも　一枚 で張替えいたします。
『良さそうだけど・・・知らないところに頼むのは心配で・・・』
『安そうだけど・・・後で高く請求されたらどうしよう・・・』
で
も
そんなお客様のために3っつの特典をご用意しました。

お申込みは今すぐお電話ください！！夜10時まで受付中
通話料無料の
ケイタイでも○
フリーダイヤル
障子張替え工房　(有)アートリフォーム 掛川市下垂木2707-1　でんわ0537-61-1414

0120－82－7030

特典
特典
特典

①ご自宅からの引取り
②木枠のおそうじ代も
③ご自宅までのお届け

無料！！
無料！！
無料！！

ご自宅からの障子の引き取り運賃、障子の取外し工賃が無料になる特典です。

手間がかかる障子の木枠の一本一本をお掃除する工賃が無料になる特典です。

できあがった障子をお届けしお部屋に取り付ける工賃が無料になる特典です。

安かろう、悪かろうの障子ではありません。一枚一枚丁寧に職人が手で張っております。

・・
・・
・・

〰〰〰

プレゼント

小さなお子様やペットに
もし、破られてしまっても
ご安心ください。
障子の張替え後7日以内でしたら
もし破れても無料でお直しいたします。

さらに
うれしい・・・・

初めて申し込みの方に
先着15名の方に次回ご利用で使える

障子一枚張替え無料券



志太平野には、８月の焼津神社大祭・荒祭、そして、１０月の藤枝大祭り、島田大祭、岡部町朝比奈の大龍勢という各地域を代表するお祭
があります。中でも、今年は、３年に一度の島田、藤枝の大祭と、２年毎の朝比奈大龍勢が6年ぶりに重なる年にあたり、すべてのお祭を
見ることが出来ます。第一週は日本一の長唄地踊りの藤枝大祭り、第二週は、日本三奇祭の島田大祭・帯祭り。そして第三週は、
日本で４か所にしか残らないロケット花火の朝比奈大龍勢が開催されます。それぞれが日本全国を見渡しても
他に類を見ないとても貴重な伝統あるお祭です。地域に住んでいるとなかなかその貴重さはわか
りませんが、今月は、この３つのお祭を是非、ご覧いただければと思います。また、島田市博物
館では｢島田大祭展」、藤枝市郷土博物館では｢藤枝大祭り｣を開催中です。

お 祭 を 楽 し も う ①

藤枝大祭り

9月30日 17時30分
藤枝大祭り前夜祭　｢長唄と地踊りの宴｣
（藤枝市民会館）

10月 1日 正午～21時 屋台の曳き回し（各町内のみ）

14時～16時〜 飽波神社奉納踊り（２町屋台）

 2日 8時30分～21時 屋台の曳き回し（他地区町内）

9時10分～17時 飽波神社奉納踊り（８町屋台）

 3日 8時30分～21時 屋台の曳き回し（他地区町内）

9時10分～17時 飽波神社奉納踊り（４町屋台）

16時～20時40分 本部前地踊り

島田大祭

10月 7日 18時 島田大祭前夜祭「長唄の夕べ」（島田市民会館）

　　　9日

8時頃～21時頃

屋台踊り、鹿島踊、大名行列などがあります。
【位置情報サービス】
大祭期間中、屋台や行列の位置を
リアルタイム配信しています。
http://www.vneo.jp/neo/jsp/festa/obi.jsp

　　10日

　　11日

朝比奈大龍勢

10月16日 正午～20時30分 順次打ち上げられます。夜は花火もあります。

祭り概略スケジュール

日本三奇祭「島田大祭」
日本で４ヶ所のみのロケット花火

「朝比奈大龍勢」

日本一の長唄地踊り「藤枝大祭り」

昔、島田に嫁いできた花嫁が、晴れ着姿で大井神社にお参りし、晴れ着のまま町を歩
き披露する習慣がありました。見世物になるのは気の毒だと、代わりに大奴が木太刀
に帯を飾り、披露する形になり、日本三奇祭として知られています。また、前夜祭には、
長唄協会の会長・名誉会長の二人の人間国宝と歌舞伎俳優の市川染五郎が出演します。

江戸時代後期から、六社神社の
例祭の時に、豊作の感謝と祈願の
ために打ち上げられたといわれて
います。現在では、埼玉県秩父と、
滋賀県米原、静岡市清水区の草薙
と、ここ岡部町朝比奈地区に残る
のみとなり、静岡県指定無形文化
財となっています。現在は２年に一
度、六社神社の祭典と同時に打ち
上げられています。朝比奈の７つ
の地域から１３の連が結成され、各
連毎に伝承されてきた製法によっ
て作られます。高さ２０メートルの
櫓から打ち上げられます。白煙を上げて上昇する姿が龍を思わせます。
｢ガ｣と呼ばれる頭の部分には、様々な仕掛け花火やパラシュートが収納
されています。打ち上げ前には、地域の風情や人々の思いを謡い込ん
だ独特の節回しの口上が披露され、この口上も龍勢名物となっています。
昼夜３０本程打ち上げられ、夜は普通の花火との競演が楽しめます。

江戸時代、青山八幡宮大祭の最終日に田中
城内に屋台が披露されていました。明治にな
り、この屋台の曳き回しが、飽波神社の大
祭に移行し、現在の藤枝大祭りとなりました。
長唄で地踊りを披露する祭りは現在では、全
国で藤枝、島田、掛川に残るのみとなり、中
でも藤枝大祭りは、屋台で長唄、三味線、囃
し方が生演奏し、一台の屋台で１００人規模
の地踊りがあり、１４町合わせて２５曲の長唄
が伝承されていることなどから、長唄地踊り
では日本一とされるようになりました。

十万石の格式
の大名行列で
す。第七街が
担当していま
す。1996年に
静岡県無形民
俗文化財に指
定されました。

大名行列

大 奴は神 輿
渡御の警護役、
大 名行列の
花形です。山
伏姿に奴まげ
で、左右に木
太刀を突き出
し、柄に丸帯
を掛けます。

大奴

祭りの「動」
の主役です。
赤い房と頭の
部分を矛（ほ
こ）といい、
悪鬼を倒し、
平和をもたら
すものといわ
れます。

大鳥毛（おおとりげ）

女神様の神輿
は重さ約400
キロ。16人の
若者が担ぎ、
大井神社から
御旅所まで静
かに歩きます。

神輿渡御（みこしとぎょ）

芳村伊十郎が
参加する左車
区と下伝馬区
の2つの区で、
少女が屋台の
上で踊る上踊
りが披露され
ます。

上踊り

神 社奉 納で
屋台が鳥居を
くぐりぬけま
す。境内で方
向転換するた
めに、屋台の
下に砲丸を据
えて、回転さ
せます。

砲丸廻し

明治から昭和
初期にかけて
長唄界の第一
人者としてこ
の祭りの基礎
を作った六代
目の曾孫にあ
たる八代目が
参加します。

芳村伊十郎

各町では、持
ち曲が5～6曲
あり、十八番と
する曲を持っ
ています。同
じ曲でも町内
により振り付
けの違いが楽
しめます。

地踊り

本部前の交差
点で屋台の回
転が披露され
ます。太くて
長い梃子（て
こ）棒を使っ
て、回転する
屋台は勇壮で
す。

屋台回転

14町から繰り
出す屋台。そ
れぞれ町印、
法被、扇子、
提 灯に趣向
を凝らし、地
踊りも各町の
十八番が見ら
れます。

各町の屋台

各町は、必ず
飽波神社で奉
納踊りを披露
します。奉納
時間が決まっ
ているので、
全町の披露を
見ることがで
きます。

神社奉納

最終日には夕
方4時から9時
頃まですべて
の町内が20分
ずつ長唄を含
めた2曲の地
踊りを披露し
ます。

本部前地踊り

江戸時代の延
宝年間に島田
に疫病が流行
したため、大
井神社の境内
に春日神社を
建立し、疫病
退散を祈願し
た踊りです。

鹿島踊

東西一流の芸
人による演奏
に、屋台の舞
台での ｢上踊
り｣ と地上で
の ｢ 地 踊り｣
です。5台の屋
台が三日三晩
競い合います。

長唄屋台踊り

唄方のしぶい
声と見事な節
回しの歌の中、
大勢のお供を
従えてかわい
いお殿様が馬
に揺られてい
きます。

お殿様

暗闇の中、提
灯が並び、か
がり火が焚か
れる中、スポッ
トライトに照
らされて大奴
などを従えて
お殿様が入場
します。

本陣入り

島田大祭・藤枝大祭り・朝比奈大龍勢

（詳細のスケジュール等は問合せ先でご確認下さい）

藤枝市観光協会	 645-2500　
藤枝市観光案内所	 647-1144

藤枝市観光協会	 645-2500　
藤枝市観光案内所	 647-1144

島田大祭保存振興会	 0547-34-0802　
島田市観光協会	 0547-37-1241

問合せ

問合せ

問合せ

2010 年（平成 22 年）9月 25 日　むるぶ　-5- 2010 年（平成 22 年）9月 25 日　むるぶ　-4-



2010 年（平成 22 年）9月 25 日　むるぶ　-7- 2010 年（平成 22 年）9月 25 日　むるぶ　-6-

編集後記月刊むるぶ編集部
〒426-0041　静岡県藤枝市高柳 1丁目18-23（共立印刷内）054-635-4651 (共立印刷内)

薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117
共立印刷・むるぶ	 054-635-4651

　１０月はまさに祭り月。藤枝は日本一の長唄地踊り、
島田は日本三奇祭、岡部は全国で４箇所残る希少花火
と日本有数のお祭が凝縮されています。秋の祭りの起
源はその年の収穫に感謝するためのものです。お祭り
は、その土地の人情がにじみ出ていて、とても温かな
気持ちにさせてくれます。お祭は地域文化を知り身に
つける絶好の機会、大切にしたいですね。（風雲子）

FM島田「情報ランチ」水曜12：30（76.5）
むるぶのバックナンバーは、藤枝・焼津
市内の図書館で閲覧できます。

プレゼント

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，藤枝と焼津の「和食処」を教えてください。
６，あなたの「便利グッズ」を教えてください。
７，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、

年代、職業を忘れずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代

えさせて頂きますのでご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 岡部中学 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　共立印刷㈱内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　10月５日㈫
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ必着

島田大祭（帯まつり）は

日本  〇 〇 〇 （漢字３字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAXの方は便箋など）にクイズの答えを
お書き頂き、アンケートにもお答え頂ければ幸いで
す。正解者の中から抽選で、藤枝シネ・プレーゴでお
好きな映画が鑑賞できる「シネマ招待券」、または
「島田蓬莱の湯入浴券」をプレゼントします。ご
応募をお待ちしています。

* プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

藤枝の魅力を再発見するために、みなさんから
「藤枝のここが好き｣を募集します。
「誰もが知っている名所」「わたしだけの名所｣、
「藤枝人の気質｣「住みやすさ」「お店」「食べ物」
「行事」「雰囲気」など、あなたの好きな｢藤枝｣を

教えてください。

抽選で10人に記念
品をふじえだ産業祭
のオープニングセレ
モニーで贈呈。

締切10月15日(金)当日消
印有効（一人で複数の応募
は無効です）
応募方法　ハガキまたは、
FAX、Ｅメールに郵便番
号、住所、氏名、電話番号
を記入し下記へ

◆問合せ＆応募先
〒426－8722　市内岡出山1－11－1
ふじえだ産業祭実行委員会事務局（企業立地推進課内）
TEL054-643-3111 内線 463
FAX 054-643-3610
　ritti＠city.fujieda.shizuoka.jp

ふじえだ産業祭2010
藤枝応援メッセージ
｢藤枝のここが好き!｣

募集中です。



３日（日） 10日（日） 11日（祝） 17日（日） 31日（日）
外　科

内　科
・

小児科

9:00～17:00

9:00～17:00

眼　科

耳鼻科

その他

歯　科

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～12:00

藤枝平成記念病院
（水上）

☎643･1230
〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
☎662･2311

〈内〉大井内科消化
器科医院（高洲）
☎635･2088

敬天堂医院
（岡出山一）
☎641･1723

〈小〉すずき小児科
医院（青葉町五）
☎636･3360
〈内〉敬天堂医院
（岡出山一）
☎641･1723

神戸整形外科
（焼津市宗高）
☎622･3399

〈内・小〉たきいクリニ
ック（焼津市相川）
☎622･8525

〈内〉西山クリニック
（平島）

☎646･3003

〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
☎667･3000

錦野クリニック
（青葉町二）
☎636･5000

〈内〉錦野クリニック
（青葉町二）
☎636･5000

〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）
☎641･0689

近藤胃腸科外科
（南新屋）
☎641･2625

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）
☎636･0018

〈内〉近藤胃腸科外科
（南新屋）
☎641･2625
〈内・小〉川口内科
（八幡）

☎644･3366

西井胃腸科外科
（高柳）

☎637･0610
〈内〉西井胃腸科外科

（高柳）
☎637･0610

〈内〉すぎむらクリニ
ック（若王子三）
☎647･7077
〈内・小〉菅ヶ谷内
科医院（堀之内）
☎641･2903

24日（日） ３日（日） 10日（日） 11日（祝） 17日（日） 31日（日）24日（日）

仲神医院
（焼津市中新田）
☎623･0805

藤枝眼科クリニ
ック（青木二）
☎647･7770

藤枝平成記念病院
（水上）

☎643･1230
森耳鼻咽喉科
（大洲一）
☎635･8687

〈精〉藤枝駿府病院
（小石川町二）
☎641･3788

やいづ６丁目耳鼻咽
喉科（焼津市焼津六）
☎620･6001

小川眼科医院
（本町二）
☎641･0160

まつなが耳鼻咽喉科
クリニック（駅前二）
☎645･3387

吉日耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
☎623･1187

あまの耳鼻咽喉科
クリニック（田中三）
☎646･3313

ホワイト歯科クリ
ニック（築地）
☎644･8148

あさひ歯科
（前島一）
☎636･5355

おおはし歯科クリ
ニック（水守）
☎641･6591

井口歯科
（駅前三）
☎645･4182

いのくま歯科・矯正
歯科（青木二）
☎646･5618

松下歯科医院
（高岡三）
☎636･1291

〈皮〉五十嵐医院
（瀬戸新屋）
☎643･5571

〈内〉黒川医院
（瀬戸新屋）
☎644･1084

〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
☎644･1235

〈内・小〉八木医院
（本郷）

☎639･0009

10月の休日緊急医 注）当番医が変更になる場合があります。
当日、電話確認の上、お出掛け下さい。

ところ/瀬戸新屋362-1　診療科目/内科・小児科　診療時間/19:30～22:00

054-644-0099 ※焼津市の耳鼻科は午前8:30～


